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千
草
会
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
不
安
な
状
況
が
続
き
、
皆
様

の
日
常
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
苦
労
や
ご
不
便
な
日
々
を
お
過

ご
し
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

山
脇
の
学
校
生
活
に
お
い
て
も
通
常
の
授
業
や
行
事
を
行
う
事

が
と
て
も
難
し
い
状
況
に
あ
る
様
で
す
。

　

今
回
は
、
各
科
で
ど
の
様
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
の
か
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一
日
も
早
く
終
息
し
て
、
安
心
で
き

る
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

暫
く
、
マ
ス
ク
生
活
は
続
き
そ
う
で
す
が
、
マ
ス
ク
の
下
は
笑

顔
で
、
こ
の
時
期
を
一
緒
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

Ｖ
Ｄ
科
は
昨
年
同
様
、
時
間
割
全
体
の
６
〜
７
割
に
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
前
期
の
登
校
を
多
め
に
し
て
、
Ｐ
Ｃ
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
慣
れ
て
か
ら
、
徐
々
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
日
数
を
増
や
し

ま
し
た
。
は
じ
め
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ル
ー
ル
等
に
戸
惑
う
様
子
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
使
い
こ
な
せ
て
い
ま
す
。

　

２
・
３
年
生
は
、
個
々
の
進
度
に
合
わ

せ
た
講
師
と
の
や
り
と
り
や
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
の
分
担
や
ま
と
め
等
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
利
点
を
生
か
し
て
、
学
習
効
率
や

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

大
判
印
刷
や
撮
影
、
見
学
等
、
状
況

に
応
じ
た
登
校
授
業
で
リ
ア
リ
テ
ィ
の

あ
る
学
び
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
生

に
と
っ
て
安
全
で
充
実
し
た
学
生
生
活
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

か
ら
、
一
気
に
広
が
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
！
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科
は
全
学
科
の

学
生
登
校
状
況
を
み
な
が
ら
週
１
回
以
上

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
対
面
で
な
い
と
進
め
ら
れ
な

い
授
業
は
登
校
を
優
先
し
、
講
義
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
。

　

２
・
３
年
生
も
同
様
で
講
師
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
生
に
と
っ

て
最
良
の
対
応
策
を
日
々
考
え
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
面
授
業
を
実
施
す
る
時
は
３
密
に
配
慮
し
、
飛
沫
防

止
パ
ー
テ
シ
ョ
ン
を
各
机
に
設
置
し
定
期
的
な
換
気
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
感
染
状
況
を
み
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
上
手
く
活
用
し
て
授
業
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
学
ん
で
い

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｄ
科
で
は
バ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る
為
、
耐
熱
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
透
明
板
を
対
面
の
机
上
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
換
気
を
常

に
行
い
、
今
ま
で
共
有
し
て
い
た
保
護
メ
ガ
ネ
を
個
人
持
ち
と
し

配
布
す
る
な
ど
、
工
具
の
共
有
使
用
に
注
意
し
、
使
用
後
に
は
消

毒
や
手
洗
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
は
自
宅
で
も
制
作
が
で
き
る
よ
う
作
業
環
境
を
整
え
て

も
ら
い
、
多
い
時
に
は
週
３
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

授
業
の
質
を
上
げ
る
為
に
講
師
の
先
生

が
ご
自
身
で
動
画
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
作
業
工
程
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
と
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
Ｊ

Ｄ
科
の
資
料
と
し
て
貴
重
な
動
画
を
残
す

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
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《
３
年
》
大
場
菜
摘

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

Jewelry design

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
学
か
ら
一
年
半
が
経
っ
た
現
在
、
主
に
パ
ソ

コ
ン
や
カ
メ
ラ
を
扱
う
授
業
は
対
面
、
デ
ッ
サ
ン
や
概
論
な
ど
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
体
制
に
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

一
年
次
の
頃
は
、
限
ら
れ
た
登
校
日
と
時
間
で
の
新
し
い
学
び

に
不
安
を
感
じ
る
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
支
給
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン

を
介
し
た
先
生
方
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で
安
心
し
て
勉
学

に
励
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
と
比
べ
て
登
校
や
行
事
が
で
き
る
日
が
増
え
た
事

で
、
実
際
に
学
校
で
会
う
先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
共
有
す
る

時
間
は
と
て
も
嬉
し
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
そ
の
環
境
の
大
切
さ

を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
脇
祭
は
入
学
し
て
か
ら
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
よ
り
様
々
な
人
と
の
交
流
を
増
や
せ
る
機

会
で
あ
る
為
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
校
の
際
に
は
講
評
会
で
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
作
品
を

含
め
て
、
展
示
さ
れ
て
い
る
先
輩
や
他
の
科
の
作
品
を
目
に
す
る

機
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
発
想
や
表
現
方
法
か
ら
デ

ザ
イ
ン
に
お
け
る
豊
か
な
感
性
も
磨
く
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
環
境
下
に
お
い
て
も
、
普

段
の
通
学
時
間
を
作
業
時
間
に
当
て
る
事
が
出
来
る
と
い
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ら
で
は
の
利
点
を
活
用
し
て
課
題
や
コ
ン
ペ
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
時
間
の
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
今
後
も
前
向
き
に

デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
道
を
全
力
を
尽

く
し
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
変
化
が
続
く
大
変

な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
卒
業

生
の
先
輩
方
も
お
身
体
に
気
を
つ

け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。
い
つ
か

笑
顔
で
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
年
次
か
ら
感
染
症
流
行
の
予
防
措
置
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
導
入
さ
れ
、
家
と
学
校
の
両
方
で
行
わ
れ
る
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
登
校
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
作
業
環
境
も
使
え

る
工
具
も
違
い
制
限
が
多
く
、
学
内
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
前
年
度
と

同
じ
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
方
や
ク
ラ
ス
の
友
人

と
も
会
え
る
機
会
は
減
り
、
学
生
と
い
う
立
場
か
ら
見
て
も
影
響

は
大
き
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
制
限
の
中
で
も
、
で
き
る
範
囲
で
工
夫
を
し
な
が
ら
課

題
と
向
き
合
い
ま
し
た
。
家
と
学
校
の
両
方
で
作
業
を
し
て
い
る

と
、
自
分
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る
か
を
以
前
よ
り
も
強

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
登
校
時
間
が
よ
り
貴
重
に
感
じ
、

作
業
時
間
を
最
大
限
に
活
用
し
た
い
と
考
え
授
業
に
合
わ
せ
て
授

業
時
間
外
も
含
め
て
計
画
的
に
作
業
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
こ
の
状
況
下
な
ら
で
は
の
学
び
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
年
次
か
ら
は
授
業
と
並
行
し
て
就
職
活
動
も
始
ま

り
、
周
り
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
無
事
内
定
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
就
職
後
は
今
と
環
境
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
こ
と
に

な
り
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
好
き
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

仕
事
に
で
き
る
と
い
う
喜
び
は
と
て
も
大
き
く
、
有
難
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

前
期
の
授
業
も
終
え
、
後
期
か
ら
は
学
生
生
活
の
集
大
成
と
な

る
卒
業
制
作
が
始
ま
り
ま
す
。
今
後
は
社
会
人
と
し
て
、
仕
事
と

し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
が
、
学
生
と
し
て
の

最
後
に
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
も
の

を
結
集
さ
せ
、
悔

い
の
な
い
自
由
な

作
品
を
制
作
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
感
じ
た
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
増
え
、
対
面
授
業
が
減
っ
た
こ
と
で
す
。

　

初
め
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
自
宅
と
学
校
で
出
来
る
こ
と
を
考

え
、
期
限
内
に
課
題
を
終
わ
ら
せ
る
の
が
必
死
で
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
内
で
課
題
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
計
画
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
分
散
登
校

で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
う
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
70
％
の
登
校
が
で
き
る
た
め
昨
年
よ
り
は
余
裕
を
持
っ

て
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
か
ら
始
ま
っ
た
就
職
活
動
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
求
人
募
集
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
て
い
た
の
で
、
早
め

早
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
や
面
接
も
リ
モ
ー
ト
が
多
く
、
企
業
訪
問
が
な
く
な
っ
た

分
、
リ
モ
ー
ト
で
数
多
く
の
説
明
会
に
参
加
し
、
色
々
な
職
場
環
境

を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
６
月
に
念
願
の

家
具
関
係
の
企
業
に
内
定
を
頂
き
就
職
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
、
前
期
の
課
題
の
提
出
が
終
わ
り
ひ
と
段
落
つ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
計
画

的
に
行
動
す
る
こ
と
を
学
べ
た
の
で
、
今
後
も
こ
の
事
を
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
後
期
の

課
題
や
卒
業
制
作
と

い
っ
た
大
き
な
課
題

に
も
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
計
画
的
に

課
題
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

《
2
年
》
杉
山
か
の
か

す
ぎ
や
ま

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科

Visual design

い
の
う
え

ゆ
い

お
お
ば

な
つ
み

《
３
年
》
井
上
結
依

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

Space design

在校生だより

野菜のデッサン

建築デザイン「１＋１＋１」

進級制作「meal」
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芸術鑑賞・テーブルマナー 卒業生だより
▶在学時から、エディトリアルデザインの世界に

進みたいと考えていました。本や雑誌が好きだっ

たこともあり、限られたスペースの中に写真や文

章などを構成して誌面を構築していく作業が楽し

いと感じました。現在仕事では、クルマ関連の３

～４誌の企画ページを主に担当。毎号やっている

とデザインがマンネリになりやすいので、そうな

らないよう意識しながらデザインしています。ま

た、増刊号があるときは編集者とイチから雑誌全

体のイメージを話し合うときがあり、そんなとき

はいつも以上にはりきってしまいます。勤めてい

る会社は雑誌や漫画のほかに動画なども扱ってお

り、活気があって毎日が充実しています。

▶戸建て住宅の建築現場の施工管理を担当して

います。山脇に在学中から、図面を描くよりも住

宅がカタチになっていく現場を見たりするのが好

きだったので、今の職は適任だと思っています。

仕事で大切にしていることは、工期を守ることは

もちろん、なにより施工の品質確保です。お客様

の大切な住まいですので、仕上がりは万全を期し

ています。そのためには、やっぱり現場の職人と

のきめ細かいコミュニケーションが第一歩。職人

たちと交流を深めることで、各自のその日の体調

なども把握することができます。これからもひと

つひとつ丁寧な仕事にこだわり、お客様の住まい

の夢を叶えて行きたいと思っています。

▶初めて自分がデザインしたリングとペンダン

トにお客様からの注文が入ったときは、とても

嬉しかったです。デザインをする楽しさは、石

の数やデザインの世界観などいろいろな条件が

ある上で、自分ならではのデザインを追求する

ところ。でも、自分ではいいと思った自信作で

も、調べてみるとすでに似たようなデザインが

あることも。リングやペンダントの小さな’'

キャンバス＂の中で、いかにオリジナリティを出

すか・・・。デザインの引き出しをこれからも増

やしていきたいと思っています。在学中、個性

豊かな仲間たちと過こした日々を懐かしく思い

ます。あの頃のようなモチベーションを常に胸

に持ち、頑張っていきたいです。

ビジュアルデザイン科【2015年卒業】

スペースデザイン科【2018年卒業】

ジュエリーデザイン科【2018年卒業】

○○○○　○○○○

山内 優斗
株式会社 光雅
エディトリアルデザイナー

○○○○　○○○○

村上 星耶
ミサワホーム建設 株式会社
施工管理
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年、インテリアの国際見本市JAPANTEXの企画として開催さ
れている、インテリアデザインコンペ2020は第17回目を迎え

ます。個人、グループ・団体、学生など、プロやアマチュアを問わず広
くから応募があり、本校よりスペースデザイン科2年のグループ制作
で参加した、井上さん・カイさん・根本さんの作品が入賞しました。

第17回
インテリアデザインコンペ2020

毎

【入選】　スペースデザイン科 2年次
井上 結依　カイ ティ タン フェン 　根本 愛菜

45

山脇ニュース

【入選】
ジュエリーデザイン科 2年次

羽田 涼

【入選】
ジュエリーデザイン科 3年次

大場 菜摘

第４9回
伝統工芸日本金工展［21＋部門］

統工芸日本金工展は、国
内金属工芸の最高峰とも

いわれ、全国の金工作家を対象
とした公募展です。学生及び30
歳未満の若手金工家の育成の
ために設けられた［21+（にじゅ
ういちぷらす）部門］に、本校
より学生・卒業生7名が入選しま
した。さらに21+部門の入選28
作品の中から、矢口鳩望さんが
部会賞を受賞しました。

【優秀賞】スペースデザイン科 3年次  取次 里那

【佳作】ビジュアルデザイン科 2年次  伊藤 七海

ザイン・イラストの公募サイ
ト「デザ魂」より、地域密着

型クーポンサイト「LOCAPO
（ロカポ）」のロゴデザイン募
集にビジュアルデザイン科の伊
藤 七海さんが応募し、佳作に選
ばれました。

デザ魂 - LOCAPO（ロカポ) 
ロゴ募集

デ

年次「P C表現基
礎」の授業課題とし

て応募。1,170点の応募の
中からプロのバイヤーに
よる審査の結果、2021年
春夏向け商品として商品
化される25作品の優秀賞
が決定。全国のジーンズ
メイト店頭およびジーン
ズメイト公式サイトで販
売されました。

Spring & Summer 2021
第９回Tシャツデザインコンテスト

1

【優秀賞】スペースデザイン科 1年次 椎名 真白

APANTEX」（東京ビックサイト）にて開催されている『アカ
リ・イマージュ』デザイン学校照明展は、今年はオンラインで開

催されました。一般人気投票の結果と実行委員会の評価が高かった
作品に贈られる優秀賞を、スペースデザイン科３年生の取次里那さん
が受賞しました。

『アカリ・イマージュ 2020』
デザイン学校照明展 

「Ｊ

第３回EQBC
金属アレルギーコンテスト

第３回を迎えたEQBC金属アレルギーコンテストのコンセプト部
門に、ジュエリーデザイン科2年生が授業課題として取り組みま

した。審査の結果、大場菜摘さんが準グランプリに輝き、島村沙里奈
さんが協賛企業賞を獲得しました。
2020年10月13日、新宿京王プラザホテルの会場にて、授賞式及び
オンライン中継が行われました。

【準グランプリ】
ジュエリーデザイン科 2年次

大場 菜摘

【糸魚川ヒスイ商組合賞】
ジュエリーデザイン科 2年次　青山 陽奈里

【最優秀賞】
ジュエリーデザイン科 3年次

松本 尚士

【中島皮フ科・
AIM beauty medical clinic賞】
ジュエリーデザイン科 2年次

島村 沙里奈

【デハラユキノリ賞】
ジュエリーデザイン科 1年次

吉岡 奈槻

第14回
ピンズデザインコンテスト

の人が発する大切なメッセージ“語る力”を“小さなもの（ピン
ズ）”に与える」ことを目的とした、ピンズのデザインコンテスト

が今年も開催されました。今年のテーマは、「医療従事者への感謝と
エール」でした。ジュエリーデザイン科の1・2年生が授業課題として
応募し。応募総数136点の中から受賞作品6点が選ばれ、吉岡奈槻さ
んが審査員個人賞を受賞しました。

第10回YAMATOイラストレーション
デザインコンペ　テーマ：《希》

若者の発表活動をサ
ポートするとともに、

大和をイラスト溢れるまち
に変えていくことを目的
に、平成23年度から実施
している公募型のコンペで
す。ビジュアルデザイン科
１・２年生が授業課題とし
て応募し、審査の結果９名
が入賞しました。

【優秀賞】
ビジュアルデザイン科 1年次

村松 真優

【入選】
ビジュアルデザイン科 1年次

中村 音葉

【入選】
ビジュアルデザイン科 1年次

杉山 かのか

【入選】
ビジュアルデザイン科 1年次

吉田 和未

【最優秀賞】（法人マーク採用）
ビジュアルデザイン科 2年次  池田 千夏

会福祉法人なすびの里が20年目を迎
えるにあたり法人マークを募集しまし

た。応募数47点の中から、本校の池田千夏
さんの作品が見事、最優秀賞を受賞し、法
人マークとして採用されました。

なすびの里
法人マークコンテスト

社

第11回 SUWAアンカットダイヤモンド
ジュエリーコンテスト

主催は、国内外でジュエリーやダイヤモンド・カラーストーンの
ルース（裸石）の販売をしている諏訪貿易株式会社。

今年のテーマ石は『ピラミッド ダイヤモンド』（正八面体の結晶のサ
イズ違い３種より）でした。国内を中心に学生やデザイナー、社会人
から108点もの応募があり、1次審査を経て最終審査の結果、見事本
校の松本尚士さんが「最優秀賞」を受賞しました。

第54回
日本七宝作家協会展

展は七宝工芸美術の向上を目的とし、広く国内外の七宝作家が
一堂に会し、新時代の七宝工芸美術の発展と文化交流の一助

になる事を願って開催するものであり。創造性があり高い技術と洗練
された感覚の作品を期待します。
本校より、学生10名の授業課題作品や進級制作作品を応募し、入選
を果たしました。

第14回糸魚川翡翠ジュエリー・アクセサリー
デザイン画コンテスト

コンテストは、糸魚川のヒスイ活性化や全国発信を目的に行わ
れています。自由部門のテーマは「翠（みどり）」、製品化デザイ

ン部門のテーマは「令和の勾玉（まがたま）」。コンテストには応募総
数356点あり、ジュエリーデザイン科2年生が授業課題として参加し
ました。審査の結果、青山 陽奈里さんが糸魚川ヒスイ商組合賞を受
賞しました。

【21+金工部会賞】
ジュエリーデザイン科 1年次

矢口 鳩望

本

「そ

伝

本
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山脇ニュース

卒業制作

卒業制作／３年次　ジュエリーデザイン科　松本尚士
作品名／「Legacy」素材：950銀　銅　真鍮

卒業制作／３年次　
　　　　　スペースデザイン科　西歩由莉
作品名／店舗計画「Hotel Andersen」

卒業制作／３年次　ビジュアルデザイン科　佐伯諒佳
作品名／TFO（ギフト用紅茶のブランディング）

【入選】
ジュエリーデザイン科 2年次

羽田 涼

【入選】
ジュエリーデザイン科 3年次

大場 菜摘

第４9回
伝統工芸日本金工展［21＋部門］

統工芸日本金工展は、国内金属工芸の最高峰ともいわれ、全
国の金工作家を対象とした公募展です。学生及び30歳未満の

若手金工家の育成のために設けられた［21+（にじゅういちぷらす）
部門］に、本校より学生・卒業生7名が入選しました。さらに21+部門
の入選28作品の中から、矢口鳩望さんが部会賞を受賞しました。

第54回
日本七宝作家協会展

展は七宝工芸美術の向上を目的とし、広く国内外の七宝作家
が一堂に会し、新時代の七宝工芸美術の発展と文化交流の一

助になる事を願って開催するものであり。創造性があり高い技術と
洗練された感覚の作品を期待します。本校より、学生10名の授業課
題作品や進級制作作品を応募し、入選を果たしました。

【21+金工部会賞】
ジュエリーデザイン科 1年次

矢口 鳩望

伝本
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学校案内

『 在 校 生 対 象 の 教 養 講 座 』
教養講座

【講 演 者】臼木 良彦（うすき よしひこ）
　　　　　 刀剣研師　日本美術刀剣保存協会認定　無鑑査
　　　　　 東京都江東区無形民俗文化財指定

【講演内容】刀剣の歴史や研ぎの作業工程を説明しながら
　　　　　 仕事の難しさ、やりがい等をお話しいただきます。
　　　　　 更に、研ぎの実演をご披露いただきます。

【日　　時】 平成30年00月00日（水）00：45～
【場　　所】 山脇ギャラリー
【講演者】 臼木　良彦（うすき よしひこ）
　　　　　刀剣研師　日本美術刀剣保存協会認定　無鑑査 ／ 東京都江東区無形民俗文化財指定
【講演内容】 刀剣の歴史や研ぎの作業工程を説明しながら仕事の難しさ、やりがい等をお話しいただきます。
更に、研ぎの実演をご披露いただきます。

コメント  授業の一
環として、学生の人
間性を高めるため
に、社会的教養を身
に付けることを目的
に、その道のプロに
講演いただきます。

『動と静の美　～かたなへの探求～』

会期・時間／
2019年９月６日㈮ 13：00～17：00
　　　　　　７日㈯ 10：00～17：00
　　　　　　８日㈰ 10：00～16：00
テーマ／『レトロワールド』
開催場所／山脇美術専門学校内

会期／2020年２月21日㈮
　　　　　　　 ～26日㈬
時間／９：30～17：30
開催場所／東京都美術館
　　　　　  （ロビー階第１・２・3展示室）

会期／2020年３月３日㈫
　　　　　　　 ～８日㈰
時間／平日11：00～19：00
　　　土日11：00～17：00
開催場所／山脇ギャラリー

山　脇　祭 SEBIT2019 東京都専門学校
アート＆デザイン展 卒業・進級制作展

山脇ギャラリーより《これからの展示予定（一部）》
◉第32回 バスケタリー展
　 2019年10月17日（木）～10月24日（木）
◉第30回 全日本高校デザイン・イラスト展
　 2019年11月21日（木）～11月25日（月）

◉創立90周年記念作品展
　 2019年11月２日（土）～11月16日（土）
◉ムササ美 2019
　 2020年１月29日（水）～２月１日（土）

※通常の開館時間は11：00～18：00迄ですが、初日と最終日は時間が異なる場合がありますのでお問い合せ下さい。 TEL03-3264-4027
《ご案内》作品発表の場所をお探しの方は、山脇ギャラリーをご利用されてはいかがでしょうか。基本１単位（６日間）120,000円（税抜）その
他、備品使用料があります。会員の方からのご連絡をお待ちしております。

無 料

皆さんのご来校・ご来場をお待ちしております（無料）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
職
活
動
も
２
年
目
と
な
り
、
就
職

活
動
に
お
け
る
選
考
方
法
も
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン

面
接
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
等
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
選
考
方

法
も
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
内
定
式
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
会
社
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
も
コ
ロ
ナ
前
と
現
在
で
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
や
面
接
で

は
、
会
社
の
雰
囲
気
が
見
え
に
く
い
、
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、
授
業
の
合
間
に
学
内
で
オ
ン
ラ

イ
ン
面
接
を
受
け
ら
れ
る
等
、
時
間
的
な
面
で
は
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
企
業
側
も
手
探
り
で
の
実
施

だ
っ
た
昨
年
度
と
比
べ
て
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
を
前
提
と
し
た
採
用
方
法
が
定
着
し
、
今
後
も
こ
の

流
れ
は
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
方
で
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
分
野
の
求
人
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

く
、
学
生
達
は
就
職
活
動
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
学
生
が
自
分
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

学
校
全
体
で
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

千草会　令和２年度会計報告
入学時に納めて頂きました千草会の終身会費に
ついて誌上で会計報告させて頂きます。

前年度繰越金………………… ￥4,972,992
千草会費 ………………
利息 ……………………

計 ……………… ￥1,530,050

千草会会報　発行費 …
千草会賞・記念品 ……
運営費 …………………
事務費 …………………
その他 …………………

￥1,530,000
￥50

￥694,566
￥90,214
￥231,717

￥370
￥8,015

計 ……………… ￥1,024,882
次年度繰越金……………… ￥5,478,160

収入

支出

就
職
に
つ
い
て

会計報告・就職

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

※令和4年度に向けて、学校案内書をご希望の方にはご送付致します。ホームページ https://yamawaki.ac.jp/ 最新ニュースをアップしています

●本学は令和３年11月に創立92年を迎えます。これからも特色あるデザインの専門学校として邁進していく
所存でございます。今後とも入学・就職において、同窓の皆様からのご協力を宜しくお願い致します。

建学の精神「真・善・美」に基づいた専門性と
人間力を養う教育で一人ひとりの可能性を引出します

ビジュアルデザイン科ビジュアルデザイン科
　グラフィック・Webデザインを中
心に幅広いスキルを修得。1年次は
デザインの基礎を学び、2年次から
選択授業がスタート。パッケージ、イ
ラスト、写真、
グッズ、装丁
など自分の目
標に合わせて
デザインセン
スを高めます。

スペースデザイン科スペースデザイン科
 『インテリア』も『建築』も。どちら
も学んで総合的な空間デザインのス
キルを修得。３年間でさまざまな空
間をデザインすることで、自分の進む
道を見極めます。色彩検定、商業施
設士の取得。ま
た、卒業と同時
に二級建築士の
受験資格を取得
できます。

ジュエリーデザイン科ジュエリーデザイン科
 「手から手へ」と技術を伝える。日
本・ヨーロッパの伝統彫金からハイ
ジュエリーまで幅広く学び、確かな
技術を身につけます。多くのデザイ
ン制作を積み
重ね、高い技
術とデザイン
力を修得しま
す。

「個々を大切にする教育」 １クラス15～20名の少人数クラス

「３年制のデザイン専門学校」 基礎から学び、幅広い知識と技術を習得

「最高の学習環境」 一人ひとりに専用の制作机、ノートパソコン支給

「コンペ実績」 毎年、多数のコンペに入賞実績

「充実した就職サポート」 学んだことを活かした専門職での就職を目指します

『山脇子女奨学金のご案内』

※その他「指定校推薦奨学金」（１年次の授業料から31万円免除）、一般推薦奨学金（１年次の授業料から21万円免除）な
どございます。ご親族にデザイン分野への進学を希望される方がおられましたら、山脇を是非ご紹介ください。

ご親族が山脇に進学される場合、入学金の一部（５万円）を免除する「山脇子女奨学金」(他の奨学金との併用可)がございます。
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講
師
・
教
職
員
異
動
報
告

〒102-0074  東京都千代田区九段南4-8-21
電話  03-3264-4020 （学校窓口）千草会  会報  令和３年11月  第60号 発行  山脇美術専門学校  同窓会

▼
退
任
さ
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐　

進　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

愛
子　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

泰
夫　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

内
堀　
　

豪　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

晴
子　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

大
島
佐
和
子　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

千
明　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

▼
就
任
さ
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　

下
門　

英
治　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　

横
山　

知
保　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　

会
長　
　
　
　

須
藤
加
代
子　

ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
研
究
科 

卒

　

副
会
長　
　
　

山
﨑　

和
美　

服　
　
　
　

飾　
　
　
　

科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

松
橋　

恭
子　

リ
ビ
ン
グ
ア
ー
ト
科 

卒

　

監
事　
　
　
　

伊
藤　

陽
子　

リ
ビ
ン
グ
ア
ー
ト
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

野
上　

孝
枝　

リ
ビ
ン
グ
ア
ー
ト
科 

卒

　

学
内
代
表
幹
事　

福
澤　

清
子　
専
任 

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　

幹
事　
　
　
　

阿
部　

大
輝　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

長
門
あ
ゆ
み　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

井
須　

琴
巳　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

　
　
　
　
　
　
　

磯
部　

愛
菜　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

チ
ェ　

光
彦　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

西　

歩
由
莉　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

永
峯
万
里
桃　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

実
生　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

香
澄　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科 

卒

　

学
内
委
員　
　

篠
原　

一
郎　

専
任

　
　
　
　
　
　
　

桐
井　

英
明　

専
任

　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

千
尋　
専
任 

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

晶
子　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

真　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　
　
　
　
　
　
　

横
山　

知
保　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　
　
　
　
　
　
　

濱
辺　

雅
代　

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

　
　
　
　
　
　
　

小
野
早
由
里　

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
科 

助
手

千
草
会
役
員

お知らせ

創立90周年記念事業

日　時 ● 令和元年11月２日㈯
場　所 ● アルカディア市ヶ谷
会　費 ● 3,000円
内　容 ●  第１部  トークショー　皆様よくご存じの方をゲストに迎えます。
　　　 　  第２部  懇親パーティー　ビュッフェスタイルのパーティーです。
　　　 　  　　　  　　　　　　　　人気お笑い芸人をゲストに迎えます。
その他 ● 詳細につきましては、後日、あらためましてご案内を差し上げますので、
　　　　  是非ともご参加ください。
主　催 ● 学校法人山脇服飾美術学院 ／ 共　催：同窓会 千草会

日　時：令和元年11月２日㈯～11月16日㈯ 11時～18時（12日間）
場　所：山脇ギャラリー　山脇美術専門学校１階（日・祝休館）
内　容：山脇敏子先生の作品パネル ／ 同窓生作品、講師作品

記
念
式
典

創立90周年記念作品展
▶創立者 山脇 敏子先生の偉業を学校の内外に伝承すると共に、
　服飾コースから現デザイン科まで山脇で学ばれた同窓生や
　講師の方々の作品を展示し、90年の歴史を体感できる展示をします。

創立85周年記念の様子

山
脇
敏
子
先
生
の
作
品

入場無料

今年度、創立90周年の節目にあたり、
同窓生をはじめ教職員、在校生が一同
に集い、相互の旧交を温め、学校の発
展を図るために、記念事業を開催いた
します。

令和３年９月３日（金）～５日（日）に山脇祭が開催されました。
今年はコロナウイルスの影響で入場制限をするため予約制になりましたが、
その中でも学生は工夫を凝らして有意義な３日間を過ごしました。


